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役
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

小
林

義
信

変
更
後

田
中

洋

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
一
月
十
七
日

平成™›年™月˜›日 火曜日 第œ�šŸ号官 報
^
事
業
計
画
の
合
理
性

本
件
事
業
は
、
線
形
等
の
良
好
な
道
路
を
整
備

し
、
安
全
か
つ
円
滑
な
自
動
車
交
通
を
確
保
す
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
、
道
路
構
造
令
に
よ
る
第

３
種
第
１
級
の
規
格
に
基
づ
く
４
車
線
の
道
路
を

バ
イ
パ
ス
方
式
に
よ
り
建
設
す
る
事
業
で
あ
り
、

本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
道
路
構
造
令
等
に
定

め
る
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
件
区
間
に
お
け
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
維
持
管
理
を
考
慮
し
土
工
構
造
を
主
体
と
す

る
ル
ー
ト
案
（
以
下
「
申
請
案
」
と
い
う
。）の
ほ

か
、
路
線
延
長
を
最
短
に
す
る
た
め
長
大
ト
ン
ネ

ル
構
造
を
採
用
す
る
ル
ー
ト
案
及
び
そ
の
中
間
案

の
３
案
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
申
請

案
と
他
の
２
案
と
を
比
較
す
る
と
、
申
請
案
は
、

取
得
必
要
面
積
は
最
も
多
い
が
支
障
物
件
が
少
な

い
こ
と
、
ト
ン
ネ
ル
延
長
が
最
も
短
く
施
工
期
間

が
短
期
間
で
あ
る
こ
と
、
事
業
費
が
最
も
廉
価
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
社
会
的
、
技
術
的
及
び
経

済
的
な
面
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
申
請
案
が
最

も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
本
体
事
業
の
施
行
に
伴
う
市
道
の
付

替
工
事
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
も
、施
設
の
位
置
、

構
造
形
式
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
適
切
な
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得

ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡

量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利

益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄

与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
2
0条
第
３

号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
\
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
道
は
線
形
不
良
区

間
等
が
存
在
し
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
通
行
止
め

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
安
全
か
つ
円
滑
な
自
動
車
交
通
の
確
保
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
い
わ
き
市
長
を
会
長
と
す
る
一
般
国
道

６
号
常
磐
・
久
之
浜
バ
イ
パ
ス
、
一
般
国
道
4
9号

平
バ
イ
パ
ス
改
築
工
事
促
進
期
成
同
盟
会
等
よ

り
、
本
件
事
業
の
早
期
完
成
に
関
す
る
強
い
要
望

が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行

す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

]
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事

業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の

用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に

つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る

公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第

2
0条
第
４
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
各
号

の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
2
6条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
福
島
県
い
わ
き
市
役
所

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

三
百
五
十
七
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

横
浜
市
金
沢
区
幸
浦
二
丁
目
三
一
番
か
ら
同
市
金
沢
区
福
浦

一
丁
目
一
番
一
ま
で

前後

五
四
・
八
九
〜
六
七
・
九
五

五
四
・
八
九
〜
六
九
・
八
九

〇
・
〇
五
四

〇
・
〇
五
四

a

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
横
浜
国
道
事
務
所

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

三
百
五
十
七
号

横
浜
市
金
沢
区
幸
浦
二
丁
目
一
七
番
四
か
ら
同
市
金
沢
区
福
浦
三

丁
目
一
五
番
ま
で

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
横

浜
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
一
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
役
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す

る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

一

登
録
番
号

関
東
地
方
整
備
局
長

５

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

一
般
財
団
法
人
さ
い
た
ま
住
宅
検
査
セ
ン
タ
ー

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

中
部
地
方
整
備
局
長

足
立

敏
之

一

施
行
者
の
名
称

静
岡
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

静
岡
都
市
計
画
公
園
事
業
六
・
五
・
一
号
草
薙
総
合
運
動
公
園

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日
至
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
栗
原
、
栗
原
字
吉
田
堺
坪
、
聖
一
色
字
長
通
り
、
字
大
島
、
字
下
杉
島
、
字

上
杉
島
、
字
荒
井
、
字
フ
ノ
丁
、
字
明
燈
、
字
根
添
、
字
清
水
尻
、
字
下
横
マ
マ
、
字
カ
イ
フ
ク
及
び
字
寺
田
並

び
に
池
田
字
横
マ
マ
及
び
字
中
尾
羽
根
地
内

使
用
の
部
分

な
し

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
四

年
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
十
六
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

別
表
の
項
一
、
指
定
を
し
た
日
の
欄
中
「
平
成
十
九
年
一
月
二
十
九
日
」
を
「
平
成
十
四
年
二
月
二
日
」
に
、
指
定

の
有
効
期
間
の
欄
中
「
指
定
を
し
た
日
か
ら
五
年
間
」
を
「
平
成
二
十
四
年
二
月
二
日
か
ら
五
年
間
」
に
改
め
る
。

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
九
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
代
表
者
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公

示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

Ÿ
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